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Victor Hugoの語彙について
~ Lamartine, Vigny, Mussetとの語彙比較を通して～
山川 清太郎
0ーはじめに
一般的に語彙は事象・概念の多様化によって，その数を増加させる傾向
にある。しかし， W.v.Wartburgは ≪Evolutionet structure de la langue 
fran9aise≫ の中で≪JIfaut abandonner toutes les expressions qui ne peuvent印tre
comprises de tout le monde: JI proscrit /es archai:Smes comme /es neologismes et 
/es emprunts. Les dialectalismes avant tout i /es raye du vocabulaire. JI ecarte 
aussi /es termes techniques…≫ と述べているように，フランス語史において
すべての人に理解されるような語彙を用いようとした時代があった！）。そ
れは Malherbeを中心とした古典主義の時代である。このような古典主義の
反動として19世紀にロマン主義が生まれた。ロマン主義とは，感性と想像
力と情熱に至上権を与え，無限に向けて自我の解放と高揚を目指す一種の
理想主義であり，古典主義とは異なり「芸術における自由」，「多様性」，「相
対性」が認められるようになった。このことから古典主義時代には使用を
規制されていた語彙がロマン主義時代で用いられるという，いわゆる「ロ
マン派詩人の語彙解放」が生まれた。
本稿では，ロマン派詩人の旗頭である VictorHugoの作品を取り上げ，ロ
マン派4大詩人と言われている Hugo,Lamartine, Vigny, Mussetの作品の語
彙を比較し， VictorHugoの語彙特徴を考査・分析してみようと思う。そし
てそれを通して「ロマン派詩人の語彙解放」の一端を見ることができれば
と考える。
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1ー 研究方法
研究方法であるが， VictorHugoの語彙について考察していくために，ま
ずWeb上から以下の作品をダウンロードし．調査対象として使用した丸
・Victor Hugo, ≪Les chatiments≫, ≪Les Contemplations≫(2作品を調査
対象として使用）
・Vigny, ≪Oeuvres completes≫ 
・Musset, ≪Premiere poesie≫ 
・Lamartine, ≪Mediation poetique≫ 
次に上記4調査対象作品に対して，コンコーダンスソフトを用いることで，
各作品の中で用いられている語彙のリスト ≪Listedes mots≫ を作成した。
これらのリストを用いて HugoとVigny,HugoとMussetそして Hugoと
Lamartineの語彙を対照し，各詩人との語彙数を比較した。
そして，「Vigny,Musset, Lamartineは用いていないがHugoは用いていた
語彙」を彼らとの比較で選び出し，こういった語彙を考察することによっ
てVictorHugoの語彙特徴を知ることができるのではないかと思う。
さらに，「1835年に出版されたAcad命miefran9aise第6版の辞典」を用い
て語彙の分類をすることにした。 Acad命miefran9aiseの辞典は≪Bonusage≫ 
を中心に編纂されている。今回1835年のAcad.命miefran9aise第6版の辞典を
用いたのは，ロマン派の勝利を決定づけた1830年の「エルナニ事件」とほ
ぼ同時代の辞典だからである。「Acad.命miefran9aise第6版の辞典に記載の
ない語」は，当時の正統なフランス語ではない語，つまりロマン派の時代
において特殊な語であると推測できる。これを分析することによって， Victor
Hugoの語彙特徴の一端をうかがうことができるのではないだろうか。
次に， VictorHugoはいわゆる「ロマン派詩人の語彙解放」に積極的に関
わっていたと思う。 VictorHugoだけが用いている語彙の中で，「1835年の
Acad命miefran9aise第6版の辞典に記載のある語彙」についても Acad.命mie
fran9aiseとFuretiereのDictionnaireuniverse/を用いて調査し， Malherbeの
語彙制限との関わりを調査していこうと思う。 Acad命miefran9aiseの第 1
版の辞典は1694年に出版されている。この辞典は出版時期から推測するに，
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古典主義における ≪Bonusage≫ の概念を色濃く表していると考えられる呪
また FuretiereのDictionnaireuniverse/はAcad.命miefran9aiseの辞典とは編纂
方法が異なり，「借用語・専門語」などの語彙も記載されている4)。そこで
「1835年のAcad.命miefran9aise第6版の辞典に記載のある語彙」を古典期の
語彙制限との関係を調査するために， A:「1694年のAcad.命miefran9aise第
1版の辞典に記載は無いが1690年のFuretiereの辞典に記載のある語」と B:
「1694年のAcad.命miefran9aise第 l版の辞典にも1690年の Furetiereの辞典に
も記載のない語」のカテゴリーに分類した。
A: 「1694年のAcademiefran9aise第 1版の辞典に記載は無いが1690年の
Furetiereの辞典に記載のある語」に属する語彙は，古典主義時代に存在し
ていたが， Acad.命miefran9aiseの≪Bonusage≫ の概念に当てはまらなかった
語彙であると考えることができるであろう。
またB:「1694年のAcad.命miefran9aise第 1版の辞典にも1690年のFuretiere
の辞典にも記載のない語」は2種類の辞典の編纂方法から考えて，主に「17
世紀以前にすでに存在していたが，古典主義時代に使用がまれであった語
彙」と「18世紀以後に出現した新しい語彙」の 2種類の語彙が考えられる
であろう。
なお「1835年のAcad.命miefran9aise第 6版の辞典に記載のある語彙」につ
いて， W.v.Wartburgの≪Dictionnaireetymologique de la langue fran9aise≫, 
Alain Reyの≪Dictionnairehistorique de la langue fran9aise≫ などを用い，ど
のような意味の語彙が用いられているのか，カテゴリー化することで
Victor Hugoの語彙特徴と「ロマン派詩人の語彙解放」との関係を考査・分
析していきたい。
2ー調査分析
はじめに Vigny,Musset, LamartineとHugoの調査対象作品の語彙数をそ
れぞれ比較したところ，各詩人との対照において Hugoのみが用いていた
語彙はそれぞれ以下のとおりであり， VictorHugoの語彙の豊富さが目立っ
た。
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比較対象作家 Hugoのみが用いた語彙数
Hugo~Vigny 3,405 
Hugo -Mussel 3,086 
Hugo-Lamartine 4,311 
その中で「Vigny,Musset, Lamartineは用いていなかったが， Hugoは用い
ていた語」を調査したところ，計2,143語あった。次にこの2,143語を調査対
象として分析する。
2.1-1835年のAcademiefranr;aise第6版に記載されていない語彙について
まず調査対象語彙2,143語に対して， 1835年に出版された Academie
fran9aiseの第6版の辞典を用いて語彙の記載を確認した。その結果，第6
版に記載されていない語数は696語であった。
この696語について， Academiefran9aiseの第 1~ 8版までの辞典の記述，
Alain Reyの≪Dictionnairehistorique de la langue fran9aise≫ を用いた調査と，
語の意味から語彙のカテゴリー化を行ったところ，「古語」(「17世紀に使
用が稀であった語」），「借用語・専門語」（「医学に関する語彙」，「音楽に関
する語彙」，「建築に関する語彙」，「考古学に関する語彙」，「宗教に関する
語彙」，「植物に関する語彙」，「人物に関する語彙」，「装飾に関する語彙」，
「動物に関する語集」），「地方語・外国語」，が見つかった列
【古語】
〔古語〕…ithos
〔古語〕，〔17世紀に使用が稀であった語〕…exclamer
【借用語・専門語】
avatar, bar, bumous, casemater, crispin, fellah, ・goule, hosanna, macadam, 
malandrin, pitre, rune, steamer, wagon 
〔医学に関する語彙）…rachis,resorber 
〔音楽に関する語彙〕…turlurette
〔建築に関する語彙〕…atrium
〔考古学に関する語彙〕…cromlech,dolmen 
〔宗教に関する語彙〕…stabat,thebarde 
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〔植物に関する語彙〕…chiltaigne,seigle 
〔人物に関する語彙〕 …belluaire, cockney, gargantua, geronte, harpagon, pegre, 
racca, rapm, scapin, vexillaire 
〔装飾に関する語彙〕…capulet,colback, tricome 
〔動物に関する語彙〕…coccinelle,molosse 
【地方語・外国語】
〔地方語〕…餌ner,gifle 
〔ラテン語〕…agricola,caligula, campanella, cujas, culpa, cum, dei, dixit, dolor, 
ducis, ducos, eros, flaccus, gallus, harmodius, ilisus, imperatorem, laudamus, 
mea, meae, meas, morus, mugitusque, novo, nox, pauca, plautus, ponto, populi, 
pulcinella, pulvis, reum, rosas, salvum, sum, sylva, titus, ultima, vidi, vitellius, 
vixi, vulgus 
〔イタリア語〕 b …benvenuto, bosco, uonarott1, carlino, clamar, commedia, 
condottieri, contrafatto, marengo, monsignore, privilegio, spinosa 
〔英語〕…longwood,tower, whitehall 
このように「1835年のAcademiefran9aiseの第 6版に記載されていない語
彙」を分析したところ， VictorHugoの作品には「古語」，「借用語・専門語」，
「地方語・外国語」など多様な語彙が見られた。これは Malherbeの語彙制
限に当てはまるカテゴリーである。このような VictorHugoの語彙特徴は
「ロマン派詩人の語彙解放」につながるのではないだろうか。
次に「1835年の Acad.命miefran9aiseの第6版の辞典に記載されている語
彙」についても Malherbeの語彙制限との関係で調査してみた。
2.2-1835年のAcademiefran!;aise第6版に記載されている語彙について
上記のとおり「1835年のAcad命miefran9aiseの第6版に記載されていない
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語彙」を分析したところ， Malherbeの制限語彙が見つかったが，「1835年
のAcademiefran9aiseの第6版に記載されている語彙」についても同様に見
ていくことにする。
17世紀当時にMalherbeが禁止した語彙をVictorHugoがどれほど使用し
ているか見ていくために，研究方法で示した通り「Academiefran9aiseの第
6版の辞典に記載されている語彙」を A:「1694年のAcademiefran9aise第
1版の辞典に記載は無いが1690年のFuretiereの辞典に記載のある語」と B:
「1694年のAcademiefran9aise第 1版の辞典にも1690年のFuretiereの辞典に
も記載のない語」の 2種類に分類して考察していきたい。
2.2.1-1694年のAcademiefranc_;:aise第1版の辞典に記載は無いが1690年
のFuretiereの辞典に記載のある語について
このカテゴリーに属する語彙が計74語あった。
aigrefin, amarre, archipel, bidon, bistre, bomber, bonze, brandebourg, broie, 
budget, capitole, carmin, catapulte, cenotaphe, cerbere, ciseleur, civadiere, clique, 
conge, corbillard, cosaque, creole, cynique, decombre, dedale, deferler, deficit, 
domino, donzelle, duo, eglantier, embusquer, emir, encombrer, envergure, ere, 
explicite, filtrer, flibustier, fratricide, fruste, gamelle, grimpereau, horde, 
indelebile, interlocuteur, jacobin, janissaire, jesuite, jocrisse, mademoiselle, 
mandarin, mandrin, mansarde, menin, murene, myope, ombelle, onomatopee, 
pegase, pervenche, phosphore, pistil, poissarde, promontoire, rafale, rapprocher, 
santon, satrape, scarabee, taqumer, toutou, tnque, verso 
このカテゴリーに属する74語について， W.v.Wartburgの≪Dictionnaire
etymologique de la langue fran9aise≫, Alain Reyの≪Dictionnairehistorique de 
la langue fran9aise≫ を用いての考察と意味の観点から語彙のカテゴリー化
を行なったところ，「古語」，「借用語・専門語」（「医学に関する語彙」，「織
物に関する語彙」，「海事に関する語彙」，「化学に関する語彙」，「ギリシャ
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神話に関する語彙」，「建築に関する語彙」，「色彩に関する語彙」，「宗教に
関する語彙」，「植物に関する語彙」，「人物に関する語彙」，「動物に関する
語彙」）に分類することができた。
【古語】
exclamer 
【借用語・専門語】
amarre, archipel, bidon, bistre, bonze, budget, civadiere, cosaque, creole, duo, 
embusquer, emir, envergure, explicite, filtrer, flibustier, fruste, gamelle, horde, 
janissaire, jocrisse, mandarin, mandrin, mansarde, menin, myope, ombelle, 
onomatopee, pistil, poissarde, promontoire, rafale, santon, toutou, verso 
〔医学に関する語彙〕…myope
〔織物に関する語彙〕…broie
〔海事に関する語彙〕…deferler
〔化学に関する語彙〕…phosphore
〔ギリシャ神話に関する語彙〕…cerbere,pegase, 
〔建築に関する語彙〕…capitole
〔色彩に関する語彙〕…carmin
〔宗教に関する語彙〕…corbillard,jesuite, 
〔植物に関する語彙〕・・ ・eglantier, pervenche 
〔人物に関する語彙〕 ・ 1…aigrefin, c1se eur, donzelle, interlocuteur, madem01selle, 
satrape 
〔動物に関する語彙〕…grimpereau,murene, scarabee 
2.2.2-1694年のAcademiafran面se第 1版の辞典にも1690年のFuretiere
の辞典にも記載のない語について
次に「1694年の Acad命miefran9aise第 1版の辞典にも1690年の Furetiere
の辞典にも記載のない語」について分析することにする。このカテゴリー
に属する語彙は合計213語見つかった。この213語は大きく上記で示したよ
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うに， X:「17世紀以前にすでに存在していたが，古典主義時代に使用がま
れであった語彙」， Y:「18世紀以後に出現した新しい語彙」の 2種類に分
類できると考えられる。 X:「17世紀以前にすでに存在していたが，古典主
義時代に使用がまれであった語菓」， Y:「18世紀以後に出現した新しい語
氣については W.v. Wartburgの≪Dictionnaireetymologique de la langue 
fran9aise≫ を用いて語彙を分類した°。
X:17世紀以前にすでに存在していたが，古典主義時代に使用がまれであっ
た語彙について
このカテゴリーに属する語は計129語見つかった。
achillee, adhesion, agio, agraire, allah, amadis, anacreon, aplomb, argousin, 
asphalte, avalanche, bleuet, bougonner, brahman, brocanteur, calepin, calvaire, 
cantonade, capitan, capote, carapace, caste, caudebec, chacal, chavirer, chenapan, 
cible, clematite, commerage, corybante, crisper, crypte, dadais, decor, denuement, 
deplumer, directoire, egueuler, ehonte, electrique, enumerer, equarrisseur, 
exasperer, expectorer, falbala, fanatisme, fetide, flamine, flanelle, fossile, 
gehenne, glauque, gloutonnerie, goeland, goitreux, guebre, happe, harem, hermes, 
hidalgo, hierophante, hippogriffe, hombre, hypallage, imberbe, improviser, 
incorrect, inclement, infiltration, insalubre, insurrection, larve, laticlave, lexique, 
licteur, limonier, litote, lymphe, madrepore, mancenilier, manille, maritome, 
maxillaire, mecene, megere, mime, minerve, monticule, mouette, moxa, muphi, 
normand, obus, ogre, oremus, orion, palper, patauger, patriote, perorer, quadrige, 
rabacher, recalcitrant, recif, sacripant, sarrau, satire, shire, scruter, sibyllin, sideral, 
sieste, silex, sirius, sorbonne, surhumain tabagie, tartine, tenor, toxique, 
transalpin, tremplin, vantard, vigie, zebre, zibeline, zinc, zodiacal, zoi"le 
129語について語彙のカテゴリー化を行ったところ，「古語」，「借用語・
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専門語」（「色彩に関する語彙」，「宗教に関する語彙」，「植物に関する語
彙」，「人物に関する語彙」，「神話に関する語彙」，「装飾に関する語彙」，
「動物に関する語彙」），「地方語」，「古典主義時代に使用されなかった語」，
「17世紀に使用が稀であった語」，「18世紀に再使用された語」に分類でき
た。
【古語】
caudebec, ehonte 
【借用語・専門語】
agio, argousin, avalanche, bleuet, bougonner, brahman, calepin, cantonade, 
carapace, chacal, chavirer, chenapan, cible, clematite, decor, electrique, falbala, 
flamine, flanelle, fossile, goeland, harem, hermes, hidalgo, hippogriffe, hombre, 
hypallage, improviser, larve, lyrnphe, madrepore, mancenillier, manille, 
maxillaire, mouette, moxa, obus, orion, quadrige, recif, sacripant, sarrau, shire, 
sideral, sieste, sirius, tabagie, tenor, tremplin, vigie, zebre, zibeline, zinc, zodiacal 
〔色彩に関する語彙〕…glauque,
〔宗教に関する語彙〕…allah,calvaire, crypte, gehenne, oremus, vatican 
〔植物に関する語彙〕…achillee
〔人物に関する語彙〕…anacreon,brocanteur, corybante, dadais, equarrisseur, 
guebre, hierophante, licteur, maritome, mecene, megere, mime, muphi, zoi1e 
〔神話に関する語彙〕…sibyllin
〔装飾に関する語彙〕…laticlave
〔動物に関する語彙〕…limonier
【地方語】
goitreux 
【その他】
〔古典主義時代に使用されなかった語〕…tartine
〔17世紀に使用が稀であ た語〕っ..・exasperer, msurrect1on, scruter 
〔18世紀に再使用された語〕 …commerage, enumerer, exasperer, urbain 
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Y : 18世紀以後に出現した新しい語彙について
このカテゴリーに属する語が計84見つかった。
abattoir, aerostat, album, amphitryon, aptere, ardebaran, autodafe, bancal, 
bastringue, bouvreuil, cabanon, caniche, caricature, carmagnole, carrare, 
cellulaire, chalet, . charade, charlotte, chrysocal, commerage, constater, corolle, 
cretin, deblaterer, demagogie, desuetude, diluvien, egoisme, emigrer, encyclique, 
engrenage, entourage, farinace, floreal, fonctionnaire, frac, frimaire, fusilier, 
gamin, guillotine, hortensia, imperdable, imponderable, inoculer, insurger, 
integrer, king, lavabo, lumbago, macchabee, madras, maroufler, mastodonte, 
memento, miasme, mistral, moiphine, napoleon, nimbe, normal, omnibus, 
osciler, ossuaire, pantin, penalite, pensum, pleutre, pourfendeur, projectile, 
proletaire, psyche, ribote, schako, scrofuleux, souligner, supeiposer, suppleant, 
thaumaturge, ulema, uranus, urbain, vampire, voter 
84語について語彙のカテゴリー化を行ったところ，「借用語・専門語」
（「宗教に関する語彙」，「人物に関する語彙」，「生物に関する語彙」，「装飾
に関する語彙」，「動物に関する語彙」），「18世紀に再使用された語」が見つ
かった。
［借用語・専門語】
ap給re,autodafe, bancal, cabanon, caricature, cellulaire, chalet, charade, charlotte, 
corolle, cretin, engrenage, farinace, frac, hortensia, imponderable, inoculer, 
integrer, lavabo, lumbago, maroufler, miasme, mistral, morphine, nimbe, osciler, 
pleutre, projectile, scrofuleux, superposer, ulema, uranus, vampire, voter 
〔宗教に関する語彙〕 …encychque, memento 
〔人物に関する語彙〕…fonctionnaire,gamin, proletaire, suppleant, 
〔生物に関する語彙〕・・ cellulaire 
〔装飾に関する語彙〕…carmagnole,madras, schako 
〔動物に関する語彙〕…bouvreuil,caniche, mastodonte 
【その他】
〔18世紀に再使用された語〕…urbain
277 
このように「1835年の Academiefrani;aiseの第6版に記載されている語
彙」を分析したところ，「古語」，「借用語・専門語」，「地方語」といった
「Acad命miefrani;aise第6版に記載されていない語彙」で分析したときと同
じようなカテゴリーが見られた。つまり， 17世紀の観点からも VictorHugo 
はMalherbeによる制限語彙を用いていたと考えることができよう。
3ー結論
今回の調査ではVigny,Musset, Lamartineの作品と Hugoの作品との語彙
比較を行い，「Vigny,Musset, Lamartineは用いていないが Hugoは用いてい
た語彙」を調査対象語彙として，分析・考察を行った。
まず， Vigny,Musset, Lamartineの作品と Hugoの作品との語彙数を比較し
たところ， VictorHugoのほうがそれぞれ3,405語， 3,086語，4,311語多く用い
ていた。それぞれの作品の語彙数は異なるため単純な比較はできないが，
この数字はVictorHugoの語彙がVigny,Musset, Lamartineの3人に比べて量
的に豊富であったことの証明になるのではないか。
次に調査対象語彙から1835年に出版された Academiefran9aise第6版を
用いて語彙の分類を行い，その内容を考察した。その結果，「古語」，「借用
語・専門語」，「地方語」，「17世紀に使用が稀であった語」に加えて，
Academie fran9aise第6版に記載されていない語に関しては「ラテン語・イ
タリア語などの外国語」も見られた。またその語彙内容は「宗教に関する
語彙」，「人物に関する語彙」，「動物に関する語彙」など多様であった。
Victor Hugoの語彙の豊富さはこのような語彙の多様さにあるのではない
だろうか。また「古語」，「借用語・専門語」，「地方語・外国語」について
は，はじめに示したように Malherbeの古典主義時代における規制対象語彙
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である。これは，特殊性・多様性といった VictorHugoの語彙特徴と同時に，
「ロマン派詩人の語彙解放」とも深く関わりがあると言うことができよう。
（博士課程後期課程）
注
I) W. v.Wartburg, Evolution et structure de la langue fran,aise, A.Francke, 1993, p.170. 
2)調査対象作品については以下のサイトからダウンロードした。
Victor Hugo 
≪Les chdtiments≫: 
http://pages.globetrotter.net/pcbcr/chatim.html 
≪Les Contemplations≫: 
http://gallica.bn£fr/scripts/ConsultationTout.exe?O= 101451 &T=2 , 
Vigny 
≪Oeuvres compl払tes≫:
http://abu.cnam.fr/cgi-bin/donner _ html?vignypoesiel 
≪Premiere poesie≫: 
http://gallica.bnf.fr/scripts/ConsultationTout.exe?O= 1014 7 4&T=2 , 
Lamartine 
く<Mediation poetique≫: 
http://abu.cnam.fr/cgi-bin/donner _ html?medipoetl 
3) Acad命miefran,aise第 1版のPrefaceには≪…l'Academiea juge qu'elle ne devoit pas 
y mettre les vieux mots qui sont entierement hors d'usage, ni les termes des Arts & des 
Sciences qui entrent rarement dans le Discours ;Elle s'est retranchee a laLangue 
commune, telle qu'elle est dans le commerce ordinaire des honnestes gens, & tele que 
/es Orateurs & les Poどtesl'employent :Ce qui comprend tout ce qui peut servir a la
Noblesse & a !'Elegance du discours. ≫ との記述がある。
4) Fran9ois GAUPIN, Louis GUESPINは≪Initiationa lalexicologie fran,aise≫ で≪Ce
dictionnaire de langue est, parmi ses concurrents et ses predecesseur, celui dont la 
nomenclature est la plus ouvert et la plus accueillante aux mots des techniques. ≫ と述
べている。
5)本稿では特殊な語彙ばかりを指摘したが，他の語彙については今後の課題とす
る。
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6) W. v.Wartburgの語源辞典で出現時期が不明の語については AlbertDauzat etc., 
Nouveau dictionnaire etymologique et historique, Larousse, 1964を参照した。しかし，
arcturus, calliope, claude, clio, curule, fiat, hypallage, olim, pennesse, phalaris, stryge, 
talapoin, themisについては語の出現時期を特定することが出来なかった。
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